
公益社団法人 日本建築士連合会 

令和元年度 近現代建造物緊急重点調査事業（建築） 報告資料 

 

（１） 事業名称等 

【事業名称】近現代建造物緊急重点調査事業（建築） 

【実施団体】公益社団法人 日本建築士連合会 

【事業経費】３，４４９，１３６円 

 

（２） 事業の目的 

我が国の近現代の優れた建築物や土木構造物（近現代建造物）は、その優れた

意匠や高い技術などにより国際的に高い評価を受けているが、文化財としての保

存の措置がほとんど講じられていない。これらの適切な保護を図るため、緊急か

つ重点的に調査を実施する。 

建築調査では、主として２０世紀に造られた優れた建築物について調査を行

い、所在地、建設年、規模、構造、現況などに関する情報を集約する。 

 

（３）業務の実施日程 

 

実施時期 
計 画 事 項 

摘 要 
検 討 調査、準備作業 実 施 

元年 7 月  一次リストの精

査 

二次リストの選

出と検証 

予備調査リスト

作成依頼(岡山・

香川) 

 

元年 8 月 

 

 ＤＢ入力方法の

研修(鹿児島) 

  

元年 9 月 

 

  現地調査対象へ

のアポ取り 

現地調査の実施 

 

元年 10 月 一次リストの精

査 

二次調査対象の

検討 

一次リストの整

備  

二次リストの整

備 

一次リスト案作

成 

二次リスト案作

成 

現地調査の実施 

第１回調査委員会 

元年 11 月  

 

 

 

一次リスト修正 

二次リスト修正 

 



 対象物件の文献

調査 

現地調査の実施 

 

元年 12 月   

 

 

一次・二次リスト

の修正 

現地調査の実施 

 

2 年 1 月 一次リスト、二次

リストの最終確

認 

所見・評価の検討 

報告書のまとめ

方の検討 

 

現地調査結果の

整理 

現地調査の実施 

ＤＢ入力作業 

第 2 回調査委員会 

2 年 2 月  

 

 

現地調査結果の

整理 

報告書原稿整理 

 

ＤＢ入力作業 

現地調査の実施 

報告書原稿デー

タ提出(2/21) 

 

2 年 3 月   報告書編集作業 

都道府県の図書

館等配布(3/12) 

報 告 書 提 出

(3/19) 

 

 
（４）業務の実績の説明 

本委託業務の遂行のため、本会は文化庁が設置し、近現代建造物の歴史的価値について

幅広い見識を有した有識者で構成された調査委員会の運営を行うとともにこの委員会の

指導下で近現代建造物緊急重点調査を実施した。当該年度における事業実施を調査地で

ある静岡県、鹿児島県において、遂行するため、静岡県建築士会、鹿児島県建築士会、

日本建築家協会地域会、日本建築学会建築歴史・意匠委員会等の協力を得て、調査員(ヘ
リテージマネージャー等)で構成する「調査員メンバー会議」及び各団体の県代表で構成

する「事業統括委員会」を組織した。 
 

【一次調査リストの作成】 

静岡県と鹿児島県において、昨年度に作成した暫定的な一次調査リスト(抽出件数は静岡

255 件、鹿児島県 646 件)を基に、既往の論文、文献書籍、地域の建築ガイド本等を参考

にし、あわせて用途、竣工時期、構造・意匠のバランスにも配慮して、物件の追加また

は削除を行い、一次調査リストを作成した。 

(掲載項目) 名称、設計者、竣工年、所在地、存否、主な受賞歴等 



静 岡：物件数 259 件   

鹿児島：物件数 571 件 

 

【二次調査リストの作成】 

一次調査リストの中から、評価基準(①革新性、②意匠性、③作家性、④技術性、⑤時代

性、⑥地域性、⑦継続性)に照らして、重要度の高い建築物を選定し、詳細調査(資料調

査と現地調査)を行い、二次調査リストを作成した。 

 なお、今年度より、調査地のＤＯＣＯＭＯＭＯ japan 選定作品及び国登録有形文化財 

を参考として、抽出した。 

(掲載項目) 竣工年、名称、設計者、市町村名、用途、写真、評価 

静 岡：物件数 30 件 (ＤＯＣＯＭＯＭＯ3 件、文化財 9 件) 

鹿児島：物件数 32 件 (ＤＯＣＯＭＯＭＯ3 件、文化財 3 件)   

 

【現地調査の実施】 
二次対象リストに基づき、今年度の調査対象である建物所有者(管理者)と日程調整をす

るとともに、調査チームを編成し、詳細調査(資料調査+現地調査)を令和元年 9 月から令

和 2 年 2 月にかけて実施した。調査結果については、日本建築学会歴史的建築データベ

ースにデータ入力を行った。 
(掲載項目) 建築物の沿革、関連資料とその保存場所、竣工年、設計者・施工者名 

所見、写真 
今年度におけるデータベース入力件数  静岡 22 件  鹿児島 24 件 
 
【委員会の運営】 
文化庁が設置する調査委員会において、静岡県及び鹿児島県の事業統括委員会の活動状

況に応じて、一次調査リストの作成方法、二次調査候補の選定方法、現地調査結果のま

とめ方等に対し、適切な指導・助言を行った。 
 

名簿 1(調査委員) 

氏   名 所 属 団 体 勤 務 先 

後藤 治 日本建築学会 工学院大学 

渡邊 美樹 日本建築学会 足利大学 

山﨑 鯛介 日本建築学会 東京工業大学 

柳沢 伸也 日本建築家協会 やなぎさわ建築設計室 

 

 

 

 



名簿 2(静岡・事業統括委員会) 

氏   名 所 属 団 体 勤 務 先 

土屋 和男 日本建築学会 常葉大学 

脇坂 圭一 日本建築学会 静岡理工科大学 

天内 大樹 日本建築学会 静岡文化芸術大学 

石橋 剛 日本建築家協会 (有)石橋修建築設計室 

高島ゆかり 日本建築家協会 アトリエ結一級建築士事務所 

塩見 寛 静岡県建築士会 Kei_まちづくりネットワーク 

石田 充利 静岡県建築士会 (有)石田組 

山﨑 勝弘 静岡県建築士会 一級建築士事務所山﨑創建 

木村 精冶 静岡県建築士会 (有)都市環境デザイン研究所 

成島 章文 静岡県建築士会 Ｔeam ＢＥＧＩＮ 

倉田 裕司 静岡県建築士会 倉布人一級建築士事務所 

藤森  輔 静岡県建築士会 藤森設計一級建築士事務所 

杉山 智之 静岡県建築士会 杉山智之建築事務所 

伊達 剛 静岡県建築士会 伊達剛建築設計事務所 

(オ)大谷宏冶 静岡県教員委員会 文化財保護課主査 

 

名簿 3(鹿児島・事業統括委員会) 

氏   名 所 属 団 体 勤 務 先 

鰺坂  徹 日本建築学会 鹿児島大学 

木方 十根 日本建築学会 鹿児島大学 

小山 雄資 日本建築学会 鹿児島大学 

揚村  固 日本建築学会 鹿児島国際大学 

宇都  仁 日本建築家協会 永園設計(株) 

岩田 幸千 日本建築家協会 (有)千匠設計 

下山 道男 日本建築家協会 (有)グリフィン・アーキタクツ 

守真 和弘 鹿児島県建築士会 南国殖産(株) 

厚村 善人 鹿児島県建築士会 (公社)鹿児島県建築士会 

七夕 貞満 鹿児島県建築士会 (公社)鹿児島県建築士会 

深野木 信 鹿児島県建築士会 (株)深野木組 

屋野 伸洋 鹿児島県建築士会 (株)鹿児島銀行 

池田賢一郎 鹿児島県建築士会 結宇設計室 

福元 健史 鹿児島県建築士会 鹿児島県土木部建築課 

(オ)村久木敏典 鹿児島県教育委員会 文化財課長 

(オ)：オブザーバー 


